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1. はじめに

第五管区海上保安本部水路部では，昭和62年度lζ大阪湾において，毎月 1回の割合で，メモリ一式 STD 

による水温 ・塩分調査を行い，観測結果を「大阪湾海況調査速報」として発表した。乙れに伴い，観測デー

タの迅速な処理を目的として，パーソナノレコンピューターを利用し，作図 ・作表を行うデータ処理のシステ

ムを開発した。プログラムは OSIC MS-DOSを用い， N88一日本語 Basicで作成した。 MS-DOSによる

データファイ Jレ作成 ・管理の実際をあわせて報告します。

2. システム

アレック製 STDは，センサ一部

とプリンターユニットかむなり， l

m間隔で，最大 lOOOmの測定が可

能である。データは ICメモリーに

記憶され， RS232Cインターフェイ

スによりノfーソナJレコンピューター

にデータを記録するプログラムが提

供されている。当部では収録時IC.PC-

98 L Tを用い， 3.5インチドライフ

を有する PC-9800シリーズのパソ

コンでファイル変換を行い，ダンプ

リスト出力， CRTの表示，海況速

報用索図の作成を行っている。シス

テムの概略図を第 1図に示す。

ディスプレイ
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プリンター x Yプロッター

第 1図 システムの概略図



(1) 使用機器

ノfソコン 収録： PC-98:{..,T (NEC) 処理： PC-9800 vm (NEC) 

: MS一日コS Vミ1 ・N88日本語 BasicV 5. 1 OS ・使用言語

x Yプロッター : MYPLOT MP 3200 (GRAPHTEC）ノfーソナ Jレモードを使用

3. 5 inch ユニ ット： LDS-3VM (LAND) 

CRT ：カラー高解像度対応（NECN5913) 

(2) データ収録時の RS232Cのパラメーター

ボーレイ卜： 2400，スト ップ ：2bit，データ： 7bit，ノfリティチェ ック ：なし

3. データファイル

アレ ック社から提供されたプログ

ラムで作成されるファイ Jレ（ 1次フ

ァイノレ）はランダム型式で，水深・

水温・電導度はN値（キャリプレー

ション係数を加えない生データ：整

数型）で収録されている。同社では，

RS 232 CインターフェイスによりPC-

98LTからPC-9800Kデータを再

転送し，物理量（キャリプレーション

係数を加える：実数型）を計算させ

ている。当部では独自にプログラム

を開発し，別途の気象観測データを

合成して， N値及び物理量のデータ

ファイ Jレ（ 2次ファイ Jレ）をシーケ

ンシャル型式で作成した。データの

フォーマットを第 1表に示す。

MS-DOSではノレートディレクト

リ上に設定できるファ イJレ数K制限

があるため，次の様な規則性を持た

せ，階層ディレクトリを 2次ファイ

ノレの作成後， 'COPY・コマンドに

より作成した。 1次ファイ Jレの拡張

子 ・NDT'IL対して＇ KDT ・とし

て区別する。

第 l表 2次データファイ Jレのフォー7 ット

気象項目部 N値係数部（日＝1～4)

観測点名 STN$ 文字型 センサ名 SENS$(1) 文字型

総 度 LAT1 実数型 単位 UHIT$(1) II 

度 分 LONG1 II 係数A NCOF(1, 1) 実数型

経 度 LAT2 II 係数B HCOF(1. 2) II 

度 分 LONG2 II 係数C HCOF(1, 3) II 

観 年 YES 文字型 係数D HCOF(1, 4) II 

測 月 HOS II センサ名 SENS$(2) 文字型

年 日 DAS II 

月 時 HOS II 一一一二
日 分 HIS II 係数D NCOF(4, 4）実数型

気温 ATE HP 実数型

気圧 A PRES II データ部

天気 WEA$ 文字型 i.,...-

雲形 PC LOUDS II 

雲量 VCLOUDS II 

風向 WINDS II 

風速 WIND 笑数型

風 方向 WAVES 文字型 データ部

浪 階級 WAVE 実数型 N sen. 1 NDAT( 1, 1) 整数型

視程 SEE II 値 sen. 2 NDAT(1,2) II 

透明度 TRAN II sen.3 NDAT(1,3) II 

iJ.l: 向 CDIR II 物 水 深 PDAT(1, 1) 実数型

流速 CVEL II 理 水 温 PDAT(1,2) II 

疑 予 DH1S 文字型 量 伝導度 PDAT(1,3) II 

似デ備 DH2$ II 塩 分 PDAT(1, 4) II 

項 DH1 実数型 sen. 1 NDAT(2, 1) 整数型

タ 目 DH2 II 

備考 NOTES 文字型

データ数 TRCT 笑数型

ミミヰ
「塩分…）実数型

N値係数部

L--
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ファイ Jレ名サブテ’ィレクトリ

￥海域コ ー ド＋月十測点番号十拡彊子¥STD＋西暦下 2桁＋月

KDT 例：￥STD8801¥0S0101.

測点 st-1)大阪湾( 1988年 1月

エディター。lTYP E“コマンドによる出力や，MS-DOS上でテキストタイプとなり，乙のファイ Jレは，

(EDLIN）による出力例を第 2図に示す。ラインエディターによる修正 ・削除が可能である。

1：揖”0505”
2: 34,39.8,135,22.4 
3: ” 87 ・・ ， ”09” ， ” 16 ” ． ” l 3” ． ” 48・・
4: 26.2,1004, ”c” ， ”Sc” ． ” l 0・・
5：”N”＇8，”N”＇2 
s: 7' 2. 5 
7: -999.-999 
a: ” ” ． ” ・・ '0' 0 
9: 

l 0: l ~ 
l l：”深度 ”，“m ”＇0' l '0' 0 
12：”＊ i旦．．，”℃
13：”電導度 ", "mS/cm ”，－ .21706, .015461,0,0 
14: .’塩分 ”．．． ．．’ 0,0’0’0 
15: 0,2695,3033,0,24.668,46.6761,30.5405 
16: l,2694,3041,1,24.657,46.7998,30.6381 
17: 2,2686,3100,2,24.5693,47.712,31.3677 
18: 3,2676,3194,3,24.4596,49.1654,32.5187 
19: 4,2676,3212,4,24.4596,49.4437,32.7249 
20: 5,2675,3212,5,24.4486,49.4437,32.7326 
21: 6,2674,3211,6,24.4377,49.4282,32.7288 
22: 7,2670,3209,7,24.3938,49.3973,32.7375 
23: 8,2665,3206,8,24.339,49.3509,32.7427 

データ処理プログラム

本システムはサプディレクトリ

下に置かれ，メニュー

画面プログラム・￥bas¥kp -menu 1. 

4. 

・￥BAS'

bas ”Kより管理され，画面選択に

より作動する。各プログラ ムの概要

気象観測データを入力し，ヘッダ

ーファイルを作成する。現場での操

ヘッダーデータの登録

(¥ KP-S TDH. BAS) 

は次の通りである。

(1) 

作を考え，・ HELP・キーによる入

力項目の説明文を表示する様にした。

作成されるファイ Jレは拡張子’HDT’

を付け区別する。

2次ファイ Jレの処理(2) 

’d m
3
L
 

1018 密度（kg/m) 

2~ 2量分

0 22 ・水 i晶 （℃） 

" 

EDLIN によるデータファイノレ出力例第 2図

C¥STDCONV. BAS) 

『STD観視結果による鉛直分布図作製』

。処理ファイル： OS0903.KOT 
観測点名 : OS03 
観泌年月日 : 1987/09/28 10：・07

ヘッダーファイ Jレと 1次データフ

ァイ Jレを合成し，境分の計算（実用

趨分1978）を行い， 2次データファ

イノレを作成する。選択により， CRT

への鉛直分布図の表示（第3図Iζ示 5 

10 

。作脳白直分布図
水温（実線）
塩分｛蹴刷、）
密度（蹴皇太）

す）及びダンプリストの出力も行う。

2次ファイノレの修正・削除(3) 

(¥STD-UP. BAS) 

気象観測データの入力ミスや，セ

ンサー着底時lζ生じる異状値の除去
15 

CR Tへの鉛直分布図の出力例第 3図
2次ファイノレ上のデータに

レベJレで修正・削除を

のため，

対し， Basic

イTつ。
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乙のプログラムを使用するほか，



エディタ ーによって OS上で直接ファイルを修正する方法も簡便である。

(4) 速報用原稿図の作成

大阪湾海況調査速報の作成のため， 2次データファ イJレから作図 ・作表を行うプログラ ムである。その他

の海域への応用には位置情報及び誤~点数の変更が必要である。

イ データ一覧表の作成 （￥KP-STD5H. BAS) 

測点 l番から40番までの気象項目及び各層データを一覧表に出力する。出力例を第4図lζ示す。

観測点

続度 34・

経度 135・

月 日

’寺 分

Om 

水 3 

5 

温 10 

20 

℃ 30 

50 

Om 

jJ& 3 

5 

10 

20 

分 30 

50 

透明度 m

減向 ． 

減速 kn 

風向／風速

気温 ℃ 

風 浪

.形1••
天 気

気圧 mb 

倫 考

t主l
t主2

大 阪 湾 ｝毎 t兄 関 査 結

OS-01 OS-02 OS-03 OS-04 OS-05 OS-06 OS-07 

39.7' 40.7・41. 3・41. I・39.8・39.0' 39.8・
11. 8・14.7・18.5・20.9・22.4・21. 5・18.4・
10/14 10/14 10/14 10/14 10/14 10/14 10/14 

08:59 14:52 14:24 14: 13 13:58 13:47 12:46 

22.09 22.41 22.49 22.81 23. 11 22.77 22.35 

22.08 22.27 22.05 22.05 22.42 22.30 22. 11 

22.09 22.17 21. 98 22.27 22.61 22.22 22.02 

ーー． 22.01 21. 88 22.85 22.92 22.41 22.07 

ーーー

31.57 31. 36 30.60 29.76 30.22 31.16 30.87 

31. 58 31. 35 31.04 31.30 31.56 31.39 31.04 

31. 62 31.33 31.16 31.49 32.25 31. 51 31. 26 

31.42 31. 26 32.24 32.38 32.03 31.65 

ー・・ー ・・ーー ーーー

ーー－ ーーー ーー・．

4.0 5.5 3.5 3.5 4.0 4.0 4.5 

NE/7 E/2 N/3 NE/4 E/4 calm NE/4 

22.5 28.1 28.2 28.2 28.0 27.6 26.6 

NEil calm calm NE/l E/l calm NEil 

Cc/6 Cc/I Cell Cell Cc/2 Cc/2 Cl/l 

be b b b be be b 

1023 1019 1019 1019 1019 1020 1020 

透明度は 0.5 m 単位で測定している．
測点 05-37 及び測点 05-40 の経度は 13 4・

第 4図 データ一覧表の出力例
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果

OS-08 OS-09 OS-10 

39.0・38.1・37.5・
19.4・20.5・21. 4. 

10/14 10/14 10/14 

12:57 13: 13 13:20 

22.42 22.68 22.98 

22.09 22.23 22.49 

22.06 22.27 22.45 

22. 16 22.44 22.79 

ー．ー ーーー ー－－－

・・ーー

30.87 30.99 31. 10 

31.15 31.20 31. 52 

31. 27 31. 39 31. 53 

31. 82 32.37 32.57 

---
ーーー ・・ーー

4.5 4.5 3.5 

calm NEil NE/3 

26.8 26.7 26.7 

calm calm NEil 

Cl/1 Cc/2 Cc/3 

b be be 

1020 1020 1020 

である．



ロ．水平分布図の作成

(¥ST-HPLOT. BAS) 

透明度，水温，塩分の表層及び所

定深度の債をXYプロッターでプロ

ットし，水平分布図の素図を作成す

る。出力例を第 5図lζ示す。

ハ鉛直断面の作成

(¥ST-VPLOT. BAS) 

設定した断面線の間隔に応じて，

7.k混，塩分を鉛直方向（深度）にプ

ロッ卜し，鉛直断面図の索図を作成

する。出力例を第 6図lと示す。

ニ．鉛直分布図の作成

(¥STDPLOT. BAS) 

x Yプロッターにより深度を縦軸IC,

水温，塩分の鉛直分布図曲線をプロ

ットする。 2次ファイルの処理（￥

STDCONV. BAS）でのCR Tの

表示と類似のものである。

5. おわりに

MS-DOS (Micro Soft-Disk 

Operating System ）は，現在16

ビット CPUの標準的OSとなって

おり，大型機のOSlζ比較すると，

まだ十分な環境とはいえないが，

CP/M (8ピット用OS）や，N88-

Basic (OSと言語が分離されてい

ないもの）に比べて，ファイル管

理の点で格段に進歩している。ま

た，ワープロソフト（一太郎，松），

データベース（MULTIPLAN , 

R :BASE）など豊富なアプリケ

ーションとの互換性にも優れてい

る。

一方，管区水路業務においては，

STDをはじめ， ドップラ一流速

計， トライスポンダー測位機，デ

13 5 . 

.，・・

OS-29 

。

20 

40 
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32...28 

〆

32.36 

＝’ Om SAL. 

第 5図 水平分布図の出力例
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第6図鉛直断面図の出力例



ジタノレ深度集積装置など大量のデータの取得を可能にする機器が配備されている。乙れらのデータ処理に対

応するため，パソコンを使用した処理ソフトは必要に迫られているものであるが，開発にあたり MS-DOS

の持つ有効性を十分活用していきたい。
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